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慣習村 部落（バンジャール） 世帯（夫婦組） 人数
グヌンサリ慣習村 グヌンサリ・デサ（ディナス，アダット） １４４ ４５４
グヌンサリ・ウマカユ（ディナス，アダット） ８８ ３３０
グヌンサリ・クロッド＊２（ディナス） ７５ ２６８
小計 ３行政部落（ディナス）・２慣習部落（アダット） ３０７ １，０５２





小計 ５行政部落（ディナス）・５慣習部落（アダット） ５４３ １，６６６















































































































































































スバック・システム cultural Landscape of Bali Prov-
















































































































年 外国人 国内 計
２００８ ２４，０４４（―） ― ２４，０４４
２０１２ ６１，４９９（１，４６８） １，６９６ ６４，６６３
２０１３＊２ ９４，４８９（１，４６９） ５，６０７ １０１，５６５








































































年 外国人 国内 計
２００４ ２，９６７（８８） ―＊３ ２，９６７（８８）
２００８ ３，２６０（―） ― ３，２６０（－）
２０１０ ７，１８１（―） ― ７，１８１（－）
２０１２ １０，７４０（４３０） ２７１（―） １１，０１１（４３０）
２０１３ １７，３２５（５３７） ８００（―） １８，１２５（５３７）
２０１４ ２４，８６６（１，３２４） １，６３４（２６） ２６，４９０（１，３６０）
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